
北
海
道
の
夏
は
本
州
の
よ

う
な
猛
暑
に
な
り
に
く
く
、

虫
も
比
較
的
少
な
く
快
適
に

過
ご
せ
る
た
め
か
、
近
年
は

特
に
キ
ャ
ン
プ
が
大
人
気
！

設
備
が
整
っ
た
キ
ャ
ン
プ
場

も
多
く
、
炊
事
場
や
ト
イ
レ
、

管
理
棟
な
ど
が
綺
麗
に
整
備

さ
れ
て
お
り
、
初
心
者
や
女

性
・
お
子
様
も
安
心
で
す
。

夜
は
星
空
を
眺
め
た
り
、
焚

き
火
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

（
禁
止
の
施
設
も
あ
る
の
で

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
で

す
ね
。
た
だ
、
夏
で
も
夜
間

は
一
桁
近
く
ま
で
気
温
が
下

が
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
防

寒
用
品
は
必
ず

準
備
し
て
く
だ

さ
い
ね
。
そ
し

て
、
キ
ャ
ン
プ

飯
も
魅
力
の
ひ

と
つ
。
地
元
野

菜
の
グ
リ
ル
や

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、

と
う
き
び
な
ど
、

北
海
道
な
ら
で

は
の
味
を
自
然

の
中
で
堪
能
！

そ
の
土
地
の
市
場
や
道
の
駅

な
ど
で
、
地
元
の
食
品
を
購

入
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い

で
す
よ
！
そ
の
際
に
は
ぜ
ひ
、

少
し
の
ス
イ
ー
ツ
も
ご
一
緒

に
♪
お
す
す
め
の
キ
ャ
ン
プ

場
は
、
支
笏
湖
「
美
笛
キ
ャ

ン
プ
場
」
釧
路
町
「
達
古
武

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
苫
小

牧
「
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小

牧
ア
ル
テ
ン
」
等
々
書
き
き

れ
ま
せ
ん
！
自
然
と
触
れ
合

い
な
が
ら
の
び
の
び
過
ご
す

時
間
は
、
き
っ
と
夏
の
特
別

な
思
い
出
に
な
る
は
ず
。
ま

ず
は
１
泊
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

涼
し
く
快
適
な
北
海
道
の

夏
。
ア
ウ
ト
ド
ア
に
ぴ
っ
た

り
の
季
節
で
す
が
、
自
然
の

中
に
は
思
わ
ぬ
危
険
が
潜
ん

で
い
ま
す
。
楽
し
い
思

い
出
を
残
す
た
め
に
は

少
し
の
注
意
が
大
切
で

す
。
た
と
え
ば
、
山
や

森
に
は
ヒ
グ
マ
が
生
息
。

人
の
気
配
を
感
じ
な
い

と
出
く
わ
す
事
が
あ
る

た
め
、
熊
鈴
や
ラ
ジ
オ

で
音
を
出
し
な
が
ら
歩

き
ま
し
ょ
う
。
食
べ
残

し
や
ゴ
ミ
は
匂
い
で
動

物
を
引
き
寄
せ
て
し
ま

う
の
で
、
必
ず
持
ち
帰
る
こ

と
が
基
本
で
す
。
ま
た
、
夏

は
虫
の
活
動
も
活
発
。
ア
ブ

や
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
、
肌
は
露
出
さ
せ
ず
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
虫
除

け
ス
プ
レ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
帰
宅
後
は
マ
ダ
ニ
が
体

に
つ
い
て
い
な
い
か
確
認
を
。

野
生
動
物
や
草
花
は
、
触
ら

ず
に
見
る
だ
け
に
留
め
て
。

キ
ツ
ネ
は
寄
生
虫
（
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
）
を
持
っ
て
い
る

場
合
が
。
草
花
の
中
に
は
ト

リ
カ
ブ
ト
や
ド
ク
ゼ
リ
な
ど
、

毒
を
持
つ
種
類
が
あ
り
ま
す
・
・

自
然
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

互
い
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

る
こ
と
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を

安
全
に
楽
し
む
第
一
歩
。
ち
ょ
っ

と
し
た
心
が
け
で
、
自
然
は

も
っ
と
身
近
で
、
も
っ
と
豊

か
な
存
在
に
な
り
ま
す
。
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日
本
各
地
に
素
晴
ら
し
い
所
は
山
ほ

ど
あ
れ
ど
、
北
海
道
は
天
下
一
品
！

私たちの暮らす北海道の夏を、存分に満喫！

ド
ク
ゼ
リ
の
花
。
似
た
花
有
り
！
注
意

自
然
と
仲
良
く
楽
し
む
た
め
に

ス
タ
ッ
フ
が
毎
年
訪
れ
る
洞
爺
湖
も
最
高
で
す
よ
！

春採太郎と春

採大滝（人工）

海岸には昆布

がびっしり自

生していて滑っ

て危険！トー

チカ跡も見る

事ができます。

ハイランド小清水725、ご存知ですか？

幻の岩【春採太郎】

大潮のときにだけ会える奇跡の地層
釧路市東部・興津（おこつ）海岸に、ちょっと

不思議な名前の岩があります。その名も「春

採太郎（はるとりたろう）」。普段、そこまでの

道のりは海で閉ざされていて、年に数時間の

“特別な潮の引き（大潮）”のときにだけその

姿を見に行くことができる、まさに“幻の巨

岩”です。この春採太郎、実は約3,500万年前
の地層の中に生まれた、全国でも珍しい“砂

岩の柱”なんです。地面の割れ目に海底の砂

が入り込み、長い年月をかけて固まったもの

で、専門家によれば「国内最大級の砂岩脈」

なんだそう。この貴重な岩は、釧路市の天然

記念物にも指定されています。今年は天然

記念物に指定されてから、50年の節目。これ
を記念して、釧路市で毎年行われている【ジ

オ・フェスティバル】のメインテーマとされた

そうですよ。ちなみに、近くまで行くには、大

潮の干潮時を狙って、海岸を長靴や胴付で

歩く必要があるため、簡単にはたどり着けな

いのが残念ですが。。。太古の地球がつくりあ

げた不思議な芸術に、会いに行ってみません

か？（※危険なので安全にご留意ください。）

私たちも５月の大潮に春採太郎へ行ってきま

した！その動画を、後日YouTubeでＵＰする予
定です！ぜひお楽しみに！


